「予防接種事務に関する特定個人情報保護評価書（全項目評価書）の再評価案」に関するご説明 

　品川区では令和8年12月に上記の評価書を更改するため、令和8年7月15日（水）から8月14日（金）にかけてパブリックコメントを実施しております。
本ページでは、再評価案の変更点についてご説明いたします。

１．特定個人情報保護評価について
特定個人情報保護評価とは、マイナンバーを含む個人情報をシステム上で管理するためにある特定個人情報ファイルを保有する地方公共団体などが、個人のプライバシーなどの権利利益に与える影響を予測したうえで、個人情報の漏洩などの事態を発生させるリスクを分析し、そのようなリスクを軽減するための適切な措置を講ずることを宣言するものです。
対象人数が３０万人を超過する場合は、パブリックコメントの実施や専門家の意見聴取が義務付けられる全項目評価の対象となります。
今回再評価を行う予防接種に関する事務は、全項目評価の対象事務です。

２．今回の修正内容について
今回は、予防接種事務のデジタル化に対応するために評価書を修正します。
予防接種事務のデジタル化とは、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等の一部を改正する法律（令和4年法律第９６号）等に含まれる内容であり、「オンライン対象者確認の導入」および「予防接種データベースの整備」を差します。

予防接種デジタル化の対応による評価書の主な変更点は以下のとおりです。

●予防接種デジタル化の対応による変更
　・Ⅰ基本情報
　　予防接種デジタル化に伴い変更となる事務の内容および区の予防接種システムと新たに連携を行う「予診情報・予防接種記録管理/請求支払システム」に関するシステムの機能等を追記
　・（別添）事務内容
　　予防接種デジタル化に伴い変更となる予防接種事務の概要の全体図を修正
・Ⅱファイルの概要
　予診情報・予防接種記録管理/請求支払システムで入手する特定個人情報に関する情報およびその取扱いについて追記
　・（別添２）ファイル記録項目
　　予診情報・予防接種記録管理/請求支払システムで取り扱う特定個人情報ファイルの記録項目を追記
・Ⅲリスク対策（プロセス）
　　特定個人情報の入手・使用・保管・消去に関するリスクおよびその対策について追記
・Ⅳリスク対策（その他）
　　予診情報・予防接種記録管理/請求支払システムに関する監査、従業者に対する教育・啓発等について追記

【評価書の該当ページ】
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